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???????????????????? ?? ?? ? ?? ??
国内証券先物投資を行うことができる」とし、自貿区で働く、条件を満たす外国籍の人々に国内投資を認め、さらに 取引だけでなく、先物取引も可能にするとの方針が打ち出され 。　
さらに、前記②では「条件を満







06_特集_齋藤尚登.indd   16 16/05/26   10:47
17 アジ研ワールド・トレンド No.249（2016. 7）












 適格国内個人投資家による国外投資の試行 研究・開始連実施細則 適宜発表し、条件を満たした個人が国外の実業投資、不動産 、金融投資を展開することを許可する。
⑷


















 証券会社、 が自貿区で率先してクロスボーダ ・ブローカレッジ業務やクロスボーダー資産管理業務を展開し、証券会社、先物会社が国外証券・先物、デリバティブ取引に参加するテストを展開するのを支持する。ファンド管理会社の子会社がクロスボーダー資産管理、国外投資顧問などの業務を展開す
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 外資金融機関 自貿区内で合弁証券会社を設立することを認可する。 持株比率は四九％超えてはならない。内 株主が証券会社であること 要求せず、合弁証券会社の業務範囲を拡大する。条件を満たす外資機関が自貿区内で合弁証券投資コンサルティング会社を設立することを認可する。
㉖
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⒅の外資との合弁証券会社の外















高下した。信用取引や場外配資と呼ばれる資金融通会社を経由した高レバレッジの資金流入を背景に、上海総合株価指数は二〇一五年六月一二日に五一六六ポイント、年初来五九 ・七％高を記録した。しかし、相場のバブル化 警戒した証券当局はこうした資金流入を厳しく抑制 市 は一転して売りが売りを呼ぶ展開となっ 。同指数は八月二六日に二九二七ポイント、年初来九 ・五％安（高値比四三 ・三％安）へ急落。六月下旬
以降は、株価テコ入れ策が相次いで発表され、たとえば、一時全上場会社の半分以上が株価急落回避を目的に取引を停止するのを黙認するといった 「なりふり構わない」株価対策も講じられた。　
二〇一六年に入っても株式市場
の動揺が続き、一月末の上海総合株価指数は二七三七ポイントで引け、月間下落率は二二 ・六％と主要国・地域で最大の下げ幅となった。景気減速に加え、政策対応の拙さが嫌気されたこともある。年初から導入されたサーキットブレーカー制がその好例である。相場が一方向に振れやすく、一日の株価の値動きが大きくなりがちな中国市場で、一五分間の取引停止時間中に冷静になって欲しい、という方が無理な話である。サーキットブレーカー制は狼狽売りを招ただけで、導入後四日間で暫定停止とされた。二〇一六年二月にはＣＳＲＣの ップ 更迭された。　
第二は中国からの資金流出の増
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